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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年2月4日(2016.2.4)

【公表番号】特表2015-503639(P2015-503639A)
【公表日】平成27年2月2日(2015.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-007
【出願番号】特願2014-549179(P2014-549179)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 222/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 222/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  220/02     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  222/02     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  222/04     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月10日(2015.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物、
（ｂ）場合により、（ａ）とは異なるが、それと共重合可能な少なくとも１種のエチレン
性不飽和モノマー、および場合により（ｃ）非水性媒体において、少なくとも１種の安定
剤ポリマーの存在下、少なくとも２つのエチレン性不飽和基を含有している少なくとも１
種の架橋性モノマーを含む、フリーラジカルにより重合可能なモノマー組成物の重合によ
り調製されるポリマーであって、前記安定剤ポリマーは、少なくとも１種のＮ－ビニルラ
クタムモノマーと、式ＶＩＩＩ：
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１３）Ｃ（Ｏ）ＸＲ１４　　　ＶＩＩＩ
（式中、Ｒ１３は、水素およびメチルから選択され、Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を
含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択され、またＸは、ＯまたはＮＨを表す
）に従う（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のアルキルエステルおよび／または少なく
とも１種のＮ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドから選択される少なくとも１つの疎
水性モノマーとを含むモノマー組成物を重合することにより調製される繰り返し単位を含
み、前記安定剤ポリマー中の前記ビニルラクタムの量は、３２～８２ｍｏｌ％の範囲であ
り、また前記アクリル酸エステルは、６８～１８ｍｏｌ％の範囲である、ポリマー。
【請求項２】
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の短鎖アルキルエステル、短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド（ここで
、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択さ
れる）、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル、長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）ア
クリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分
枝鎖アルキル基から選択される）、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種
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の他のコモノマーから調製される、請求項１に記載のポリマー。
【請求項３】
　安定剤ポリマーにおける前記Ｎ－ビニルラクタムが、少なくとも１つのＮ－ビニル－２
－ピロリジノン（Ｎ－ビニルピロリドン）、Ｎ－（１－メチルビニル）ピロリジノン、Ｎ
－ビニル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル
ピロリジノン、Ｎ－ビニル－３，３－ジメチルピロリジノン、Ｎ－ビニル－５－エチルピ
ロリジノン、Ｎ－ビニル－６－メチルピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３－メチル－２－ピペリドン、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－ピロリドン
、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピロリ
ドン、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－５，５－ジメチル－２－
ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５－
メチル－５－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，４，５－トリメチル－３－エチ
ル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－６－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－６－エチ
ル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４
，４－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－７－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－
ビニル－７－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－カプロ
ラクタム、Ｎ－ビニル－４，６－ジメチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５，
７－トリメチル－２－カプロラクタム、およびそれらの混合物から調製される、請求項１
または２に記載のポリマー。
【請求項４】
　前記安定剤ポリマーが、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート
、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリ
レート、ノニル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される（メタ）ア
クリル酸の少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、ならびにＮ－メチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ペンチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘプチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物
から選択される少なくとも１種の短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド、ならび
にそれらの混合物から選択されるコモノマーから調製される、請求項１～３のいずれかに
記載のポリマー。
【請求項５】
　前記安定剤ポリマーが、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレー
ト、および混合物から選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の長鎖アルキルエ
ステル、またはＮ－デシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ウンデシル（メタ）アクリルア
ミド、Ｎ－ドデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－テトラデシル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ヘキサデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－オクタデシル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－イソステアリル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アラキジル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ドコサニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物から選択される少なく
とも１種の長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド、ならびにそれらの混合物から
調製される、請求項１～４のいずれかに記載のポリマー。
【請求項６】
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、ブチルアクリレートおよびステアリル
メタクリレートを含むモノマー組成物から調製される、請求項１に記載のポリマー。
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【請求項７】
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、（ａ）アクリル酸、メタクリル酸、
イタコン酸、シトラコン酸、マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、アコニット酸、マレイ
ン酸、フマル酸、イタコン酸およびアコニット酸のＣ１～Ｃ１８アルキルモノエステル、
メチル水素マレエート、モノイソプロピルマレエート、ブチル水素フマレート、無水マレ
イン酸、イタコン酸無水物、およびシトラコン酸無水物から選択されるジカルボン酸の無
水物から選択される少なくとも１種のビニルカルボン酸基含有モノマー、場合により、（
ｂ）（ａ）とは異なり、かつそれと共重合可能な、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種
のアルキルエステル、少なくとも１種の（メタ）アクリルアミド、少なくとも１種のアミ
ノアルキル（メタ）アクリレート、少なくとも１種のビニルエステル化合物、少なくとも
１種のビニルラクタム化合物、少なくとも１種のビニル芳香族化合物、およびそれらの混
合物から選択される少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーを含む、請求項１～６の
いずれかに記載のポリマー。
【請求項８】
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物における（メタ）アクリル酸構成要素の
前記アルキルエステルが、式ＩＩＩ：
【化１２】

（式中、Ｒは、水素、メチル、エチル、ハロ、シアノ、シクロヘキシル、フェニル、ベン
ジル、トリル、およびキシリルから選択され、Ｒ３は、１～３０個の炭素原子を有する直
鎖および分枝鎖アルキルから選択される）により表される、請求項１～７のいずれかに記
載のポリマー。
【請求項９】
　前記フリーラジカル重合可能なモノマーにおける前記少なくとも１種の（メタ）アクリ
ルアミド構成要素が、式ＩＶおよびＩＶＡ：
【化１３】

（Ｒ４は、水素およびメチルから選択され、またＲ５、Ｒ６は、水素およびＣ１～Ｃ５ア
ルキルから独立して選択され、Ｒ５、Ｒ６は、それらが結合している窒素原子と一緒にな
って、３～５個の炭素原子、および場合によりＮ、ＯおよびＳから選択されるヘテロ原子
を含有している複素環式環を形成しており、Ｒ７はＣ１～Ｃ５アルキレンであり、またＲ
８、Ｒ９は水素およびＣ１～Ｃ５アルキルから独立して選択される）により表される、請
求項１～８のいずれかに記載のポリマー。
【請求項１０】
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　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物における前記少なくとも１種のアミノア
ルキル（メタ）アクリレート構成要素が、式Ｖ：
【化１４】

（式中、Ｒ４、Ｒ８およびＲ９は、上で定義した通りであり、またＲ１０は、２～１２個
の炭素原子を含有している直鎖、分枝鎖、またはシクロアルキレン部分である）により表
される、請求項１～９のいずれかに記載のポリマー。
【請求項１１】
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物における前記少なくとも１種のビニルエ
ステル化合物が、式ＶＩ：
【化１５】

（式中、Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２２の直鎖または分枝鎖アルキル基である）により表される
、請求項１～１０のいずれかに記載のポリマー。
【請求項１２】
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、アリルペンタエリスリトール、アリ
ルスクロースおよびトリメチロールプロパンジアリルエーテル、メチレンビスアクリルア
ミド、およびそれらの混合物から選択されるポリ不飽和モノマーを含む、請求項１～１１
のいずれかに記載のポリマー。
【請求項１３】
　（ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物、
（ｂ）場合により、（ａ）とは異なるが、それと共重合可能な少なくとも１種のエチレン
性不飽和モノマー、および（ｃ）場合により、少なくとも２つのエチレン性不飽和基を含
有している少なくとも１種の架橋性モノマーを含む、モノマー組成物から調製されるイン
ターポリマーであって、前記モノマー組成物は、（ｉ）少なくとも１種のＮ－ビニルラク
タムモノマーと、（ｉｉ）式ＶＩＩＩ：
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１３）Ｃ（Ｏ）ＸＲ１４　　　ＶＩＩＩ
（式中、Ｒ１３は、水素およびメチルから選択され、Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を
含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択され、またＸは、ＯまたはＮＨを表す
）に従う（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のアルキルエステルおよび／または少なく
とも１種のＮ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドから選択される少なくとも１種の疎
水性モノマーとの溶液中での共重合の生成物である少なくとも１種の事前形成した安定剤
ポリマーの存在下で重合し、前記安定剤ポリマー中の前記ビニルラクタムの量が、３２～
８２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが、６８～１８ｍｏｌ％の範囲
である、インターポリマー。
【請求項１４】
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の短鎖アルキルエステル、短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド（ここで
、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択さ
れる）、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル、長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）ア
クリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分
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枝鎖アルキル基から選択される）、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種
の他のコモノマーから調製される、請求項１３に記載のインターポリマー。
【請求項１５】
　前記安定剤ポリマーが、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート
、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリ
レート、ノニル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される（メタ）ア
クリル酸の少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、ならびにＮ－メチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ペンチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘプチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物
から選択される少なくとも１種の短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド、ならび
にそれらの混合物から選択されるコモノマーから調製される、請求項１３または１４に記
載のインターポリマー。
【請求項１６】
　前記安定剤ポリマーが、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレー
ト、およびそれらの混合物から選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の長鎖ア
ルキルエステル、またはＮ－デシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ウンデシル（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－ドデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－テトラデシル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ヘキサデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－オクタデシル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－イソステアリル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アラキジル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ドコサニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物から選択され
る少なくとも１種の長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド、ならびにそれらの混
合物から調製される、請求項１３または１４に記載のインターポリマー。
【請求項１７】
　（ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物、
（ｂ）場合により、（ａ）とは異なるが、それと共重合可能な、少なくとも１種のエチレ
ン性不飽和モノマー、および（ｃ）場合により、少なくとも２つのエチレン性不飽和基を
含有している少なくとも１種の架橋性モノマーを含むモノマー組成物を重合するステップ
を含む、≧１２．６ｇ／１００ｍＬという高い生成収率でカルボキシル基含有ポリマーを
調製する方法であって、前記モノマー組成物は、（ｉ）少なくとも１種のＮ－ビニルラク
タムモノマーと、（ｉｉ）式ＶＩＩＩ：
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１３）Ｃ（Ｏ）ＸＲ１４　　　ＶＩＩＩ
（式中、Ｒ１３は、水素およびメチルから選択され、Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を
含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択され、またＸは、ＯまたはＮＨを表す
）に従う（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のアルキルエステルおよび／または少なく
とも１種のＮ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドから選択される少なくとも１種の疎
水性モノマーとの溶液中での共重合の生成物である少なくとも１種の事前形成した安定剤
ポリマーの存在下で重合し、前記安定剤ポリマー中の前記ビニルラクタムの量が、３２～
８２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが、６８～１８ｍｏｌ％の範囲
である、方法。
【請求項１８】
　請求項１～１３のいずれかに記載のポリマーまたは請求項１４～１６のいずれかに記載
のインターポリマーのレオロジー改質剤としての使用。
 



(6) JP 2015-503639 A5 2016.2.4

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物のホモポ
リマーおよびコポリマー（場合により、架橋されている）の調製に関して、本発明による
立体安定剤の使用により、以下の利点の少なくとも１つがもたらされる。１）反応混合物
はより低い粘度を有し、これは、反応熱をより良好に消散させることができることを意味
する；２）より高い固体含有量（生成収率）が可能である；３）より低い粘度および／ま
たは高い固体含有量により、本プロセスがより経済的なものになる；４）重合反応器中の
ポリマー堆積形成を一般に緩和または回避することができる；および／または５）ポリマ
ー生成物から配合される粘質物は、以下の特性、すなわち良好な透明度、良好な質感、お
よび良好な溶解特性のうちの少なくとも１つにより特徴づけられる。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　（ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物、
（ｂ）場合により、（ａ）とは異なるが、それと共重合可能な少なくとも１種のエチレン
性不飽和モノマー、および場合により（ｃ）非水性媒体において、少なくとも１種の安定
剤ポリマーの存在下、少なくとも２つのエチレン性不飽和基を含有している少なくとも１
種の架橋性モノマーを含む、フリーラジカルにより重合可能なモノマー組成物の重合によ
り調製されるポリマーであって、前記安定剤ポリマーは、少なくとも１種のＮ－ビニルラ
クタムモノマーと、式ＶＩＩＩ：
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１３）Ｃ（Ｏ）ＸＲ１４　　　ＶＩＩＩ
（式中、Ｒ１３は、水素およびメチルから選択され、Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を
含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択され、またＸは、ＯまたはＮＨを表す
）から選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種のアルキルエステルおよび／また
は少なくとも１種のＮ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドから選択される少なくとも
１つの疎水性モノマーとを含むモノマー組成物を重合することにより調製される繰り返し
単位を含み、前記安定剤ポリマー中の前記ビニルラクタムの量は、約３２～約８２ｍｏｌ
％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルは、約６８～約１８ｍｏｌ％の範囲である
、ポリマー。
（項目２）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の短鎖アルキルエステル、短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド（ここで
、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択さ
れる）、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル、長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）ア
クリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分
枝鎖アルキル基から選択される）、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種
の他のコモノマーから調製される、項目１に記載のポリマー。
（項目３）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の少なくとも１種の短いアルキルエステル、および／または少なくとも１種の短鎖
Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含
有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製される、項目２に記載
のポリマー。
（項目４）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の少なくとも１種の長鎖アルキルエステル、および／または少なくとも１種の長鎖
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Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子
を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製される、項目２に
記載のポリマー。
（項目５）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、（メタ）アクリル酸の
少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、および／または少なくとも１種の短鎖Ｎ－アル
キル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１～８個の炭素原子を含有してい
る直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）、および（メタ）アクリル酸の少なくと
も１種の長鎖アルキルエステル、および／または少なくとも１種の長鎖Ｎ－アルキル置換
（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直
鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製され、また前記Ｎ－ビニルラクタム
が、式ＩＸ：
【化１１】

（式中、Ｙは３～７個の炭素原子を含有しているアルキレン部分であり、また各炭素原子
は、場合により、１～５個の炭素原子を含有しているアルキル基により一置換または二置
換され得る）によって表される、項目１から４のいずれかに記載のポリマー。
（項目６）
　安定剤ポリマーにおける前記Ｎ－ビニルラクタムが、少なくとも１つのＮ－ビニル－２
－ピロリジノン（Ｎ－ビニルピロリドン）、Ｎ－（１－メチルビニル）ピロリジノン、Ｎ
－ビニル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル
ピロリジノン、Ｎ－ビニル－３，３－ジメチルピロリジノン、Ｎ－ビニル－５－エチルピ
ロリジノン、Ｎ－ビニル－６－メチルピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３－メチル－２－ピペリドン、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－ピロリドン
、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピロリ
ドン、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－５，５－ジメチル－２－
ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５－
メチル－５－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，４，５－トリメチル－３－エチ
ル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－６－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－６－エチ
ル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４
，４－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－７－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－
ビニル－７－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－カプロ
ラクタム、Ｎ－ビニル－４，６－ジメチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５，
７－トリメチル－２－カプロラクタム、およびそれらの混合物から調製される、前記項目
のいずれかに記載のポリマー。
（項目７）
　前記安定剤ポリマーが、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート
、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリ
レート、ノニル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される（メタ）ア
クリル酸の少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、ならびにＮ－メチル（メタ）アクリ



(8) JP 2015-503639 A5 2016.2.4

ルアミド、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ペンチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘプチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物
から選択される少なくとも１種の短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド、ならび
にそれらの混合物から選択されるコモノマーから調製される、前記項目のいずれかに記載
のポリマー。
（項目８）
　前記安定剤ポリマーが、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレー
ト、および混合物から選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の長鎖アルキルエ
ステル、またはＮ－デシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ウンデシル（メタ）アクリルア
ミド、Ｎ－ドデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－テトラデシル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ヘキサデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－オクタデシル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－イソステアリル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アラキジル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ドコサニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物から選択される少なく
とも１種の長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド、ならびにそれらの混合物から
調製される、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目９）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｃ１～Ｃ５アルキル（メタ）アクリレ
ートから選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、およ
びＣ１０～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートから選択される（メタ）アクリル酸の少
なくとも１種の長鎖アルキルエステルから調製される、前記項目のいずれかに記載のポリ
マー。
（項目１０）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、エチル（メタ）アクリレートおよびブ
チル（メタ）アクリレートから選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の短鎖ア
ルキルエステル、ならびにデシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレー
トから選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の長鎖アルキルエステルから調製
される、項目９に記載のポリマー。
（項目１１）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、ブチルアクリレートおよびステアリル
メタクリレートを含むモノマー組成物から調製される、項目９に記載のポリマー。
（項目１２）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、（ａ）アクリル酸、メタクリル酸、
イタコン酸、シトラコン酸、マレイン酸、フマル酸、クロトン酸、アコニット酸、マレイ
ン酸、フマル酸、イタコン酸およびアコニット酸のＣ１～Ｃ１８アルキルモノエステル、
メチル水素マレエート、モノイソプロピルマレエート、ブチル水素フマレート、無水マレ
イン酸、イタコン酸無水物、およびシトラコン酸無水物から選択されるジカルボン酸の無
水物から選択される少なくとも１種のビニルカルボン酸基含有モノマー、場合により、（
ｂ）（ａ）とは異なり、かつそれと共重合可能な、（メタ）アクリル酸の少なくとも１種
のアルキルエステル、少なくとも１種の（メタ）アクリルアミド、少なくとも１種のアミ
ノアルキル（メタ）アクリレート、少なくとも１種のビニルエステル化合物、少なくとも
１種のビニルラクタム化合物、少なくとも１種のビニル芳香族化合物、およびそれらの混
合物から選択される少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーを含む、前記項目のいず
れかに記載のポリマー。
（項目１３）
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　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物における（メタ）アクリル酸構成要素の
前記アルキルエステルが、式ＩＩＩ：
【化１２】

（式中、Ｒは、水素、メチル、エチル、ハロ（例えば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨー
ド）、シアノ、シクロヘキシル、フェニル、ベンジル、トリル、およびキシリルから選択
され、Ｒ３は、１～３０個の炭素原子を有する直鎖および分枝鎖アルキルから選択される
）により表される、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目１４）
　前記（メタ）アクリル酸のアルキルエステルが、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレ
ート、ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチ
ル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレー
ト、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、および
イソオクチル（メタ）アクリレート、ノニルアクリレート、デシル（メタ）アクリレート
、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ
）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレートおよ
びメリシル（メタ）アクリレート、ならびにそれらの混合物から選択される、項目１３に
記載のポリマー。
（項目１５）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマーにおける前記少なくとも１種の（メタ）アクリ
ルアミド構成要素が、式ＩＶおよびＩＶＡ：
【化１３】

（Ｒ４は、水素およびメチルから選択され、またＲ５、Ｒ６は、水素およびＣ１～Ｃ５ア
ルキルから独立して選択され、Ｒ５、Ｒ６は、それらが結合している窒素原子と一緒にな
って、３～５個の炭素原子、および場合によりＮ、ＯおよびＳから選択されるヘテロ原子
を含有している複素環式環を形成しており、Ｒ７はＣ１～Ｃ５アルキレンであり、またＲ
８、Ｒ９は水素およびＣ１～Ｃ５アルキルから独立して選択される）により表される、前
記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目１６）
　前記少なくとも１つの（メタ）アクリルアミド構成成分が、Ｎ－メチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－（ブチル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド
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、ｎ－ペンチル（メタ）アクリルアミド、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリルアミド、ｎ－ヘ
プチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
エチル（メタ）アクリルアミド、ピペリジニル（メタ）アクリルアミド、モルホリニル（
メタ）アクリルアミドから選択され、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ５）アルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ５）
アルキル（メタ）アクリルアミドが、以下に限定されないが、Ｎ－メチルアミノメチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチルア
ミノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－プロピルアミノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピルアミノエチル（メタ）
アクリルアミド、Ｎ－ブチルアミノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブチルアミノエ
チル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ペンチルアミノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
ペンチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチルアミノエチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－メチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチルアミノエチル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロ
ピルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピルアミノプロピル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブチルアミノプロピル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ペンチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ペン
チルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチルアミノエチル（メタ）アクリル
アミド、Ｎ－メチルアミノブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチルアミノエチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ－エチルアミノブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピルア
ミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピルアミノブチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブチルアミノブチルアクリルア
ミド、Ｎ－ペンチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、およびＮ－ペンチルアミノブ
チル（メタ）アクリルアミドから選択され、Ｎ、Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）
アクリルアミドは、以下に限定されないが、Ｎ，Ｎ－ジ－メチルアミノメチル（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－メチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－
エチルアミノメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－エチルアミノエチル（メタ）アクリル
アミド、Ｎ，Ｎ－ジ－プロピルアミノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－プロ
ピルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ブチルアミノメチル（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－
ペンチルアミノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ペンチルアミノエチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－メチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジ－メチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－エチルアミノエチル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－エチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジ－プロピルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－プロピルアミ
ノプロピルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジ－ブチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ペンチルアミ
ノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ペンチルアミノプロピル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－メチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－メチ
ルアミノブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－エチルアミノエチル（メタ）アク
リルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－エチルアミノブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－プ
ロピルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－プロピルアミノブチル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ブチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－
ジ－ブチルアミノブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ－ペンチルアミノエチル（
メタ）アクリルアミド、およびＮ，Ｎ－ジ－ペンチルアミノブチル（メタ）アクリルアミ
ド、ならびにそれらの混合物から選択される、項目１５に記載のポリマー。
（項目１７）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物における前記少なくとも１種のアミノア
ルキル（メタ）アクリレート構成要素が、式Ｖ：
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【化１４】

（式中、Ｒ４、Ｒ８およびＲ９は、上で定義した通りであり、またＲ１０は、２～１２個
の炭素原子を含有している直鎖、分枝鎖、またはシクロアルキレン部分である）により表
される、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目１８）
　前記少なくとも１種のアミノアルキル（メタ）アクリレート構成要素が、Ｎ－メチルア
ミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－エチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－
プロピルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－ブチルアミノエチルメタクリレート、
Ｎ－（ｔ－ブチル）アミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノメチル
（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－
ジエチルアミノメチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）ア
クリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチル
アミノプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノネオペンチル（メタ）ア
クリレートおよびＮ，Ｎ－ジメチルアミノシクロヘキシル（メタ）アクリレート、ならび
にそれらの混合物から選択される、項目１７に記載のポリマー。
（項目１９）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物における前記少なくとも１種のビニルエ
ステル化合物が、式ＶＩ：

【化１５】

（式中、Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２２の直鎖または分枝鎖アルキル基である）により表される
、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目２０）
　前記少なくとも１種のビニルエステル化合物が、ビニルアセテート、ビニルプロピオネ
ート、ビニルブチレート、ビニルイソブチレート、ビニルバレレート、ビニルヘキサノエ
ート、ビニル２－メチルヘキサノエート、ビニル２－エチルヘキサノエート、ビニルイソ
－オクタノエート、ビニルノナノエート、ビニルネオデカノエート、ビニルデカノエート
、ビニルベルサテート、ビニルラウレート、ビニルパルミテート、ビニルステアレート、
ビニルベヘネート、およびそれらの混合物から選択される、項目１９に記載のポリマー。
（項目２１）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、アリルペンタエリスリトール、アリ
ルスクロースおよびトリメチロールプロパンジアリルエーテル、メチレンビスアクリルア
ミド、およびそれらの混合物から選択されるポリ不飽和モノマーを含む、前記項目のいず
れかに記載のポリマー。
（項目２２）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、アクリル酸を含む、前記項目のいず
れかに記載のポリマー。
（項目２３）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、（メタ）アクリル酸の少なくとも１
種のアルキルエステルをさらに含み、前記アルキル部分が、１～３０個の炭素原子を含有
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している、項目２２に記載のポリマー。
（項目２４）
　前記フリーラジカル重合可能なモノマー組成物が、少なくとも１つのポリ不飽和架橋性
モノマーをさらに含む、項目２２または２３に記載のポリマー。
（項目２５）
　前記少なくとも１種のポリ不飽和架橋性モノマーが、アリルペンタエリスリトール、ア
リルスクロースおよびトリメチロールプロパンジアリルエーテル、メチレンビスアクリル
アミド、およびそれらの混合物から選択される、項目２４に記載のポリマー。
（項目２６）
　前記非水性液体媒体が、少なくとも１種の炭化水素溶媒、少なくとも１種の有機溶媒、
およびそれらの混合物から選択される溶媒を含む、前記項目のいずれかに記載のポリマー
。
（項目２７）
　前記炭化水素溶媒が、芳香族炭化水素および置換芳香族炭化水素、５個もしくは５個超
の炭素原子からなる置換されているかもしくは無置換の直鎖または分枝鎖の飽和脂肪族炭
化水素、５～８個の炭素原子を有する飽和の脂環式または置換脂環式炭化水素、塩素化炭
化水素、およびそれらの混合物から選択される、項目２６に記載のポリマー。
（項目２８）
　前記有機溶媒が、酢酸Ｃ１～Ｃ６アルキル、プロピオン酸Ｃ１～Ｃ６アルキル、３～６
個の炭素原子を含有しているケトン、および１～１２個の炭素原子を含有している飽和ア
ルコールから選択される、項目２６に記載のポリマー。
（項目２９）
　前記炭化水素溶媒が、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、シクロヘキサン、シ
クロヘプタン、シクロオクタン、トルエン、キシレン、および塩化メチレンから選択され
る、項目２７に記載のポリマー。
（項目３０）
　前記有機溶媒が、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸イソプロピル、酢酸ブ
チル、メチルエチルケトン、およびシクロヘキサノンから選択される、項目２８に記載の
ポリマー。
（項目３１）
　前記水性液体媒体が、５～８個の炭素原子を有する飽和の脂環式または置換脂環式炭化
水素から選択される炭化水素溶媒と、酢酸Ｃ１～Ｃ６アルキルから選択される有機溶媒と
の混合物から選択される溶媒を含む、項目２６に記載のポリマー。
（項目３２）
　前記水性液体媒体が、シクロヘキサンおよび酢酸エチルを含む、項目３１に記載のポリ
マー。
（項目３３）
　前記水性液体媒体が、前記炭化水素溶媒と前記有機溶媒を、約８０：２０～約２０：８
０（重量／重量）の範囲で含む、項目３１または３２に記載のポリマー。
（項目３４）
　前記水性液体媒体が、前記炭化水素溶媒と前記有機溶媒を、約７０：３０～約３０：７
０（重量／重量）の範囲で含む、項目３１、３２または３３に記載のポリマー。
（項目３５）
　前記水性液体媒体が、前記炭化水素溶媒と前記有機溶媒を、約６７：３３～約３３：６
７（重量／重量）の範囲で含む、項目３１、３２、３３または３４に記載のポリマー。
（項目３６）
　前記ポリマーの前記生成収率が、少なくとも１２．６ｇ／１００ｍＬである、前記項目
のいずれかに記載のポリマー。
（項目３７）
　前記ポリマーの前記生成収率が、約１２．６～約２６．１ｇ／ｇ／１００ｍＬの範囲で
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ある、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目３８）
　前記ポリマーの前記生成収率が、約１２．６～約２５．４ｇ／１００ｍＬの範囲である
、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目３９）
　前記ポリマーの前記生成収率が、約１２．６～約１９．７ｇ／１００ｍＬの範囲である
、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４０）
　前記ポリマーの前記生成収率が、約１２．６～約１７．０ｇ／１００ｍＬの範囲である
、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４１）
　前記重合可能な安定剤モノマー組成物における前記ビニルラクタムまたはＮ－ビニルピ
ロリドンの量が、約３８～約２２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが
約６２～約２８ｍｏｌ％の範囲である、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４２）
　前記重合可能な安定剤モノマー組成物における前記ビニルラクタムまたはＮ－ビニルピ
ロリドンの量が、約５５～約７０ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが
約４５～約３０ｍｏｌ％の範囲である、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４３）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルの量が、前記重合可能な安定剤モノマ
ー組成物中に、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル対Ｎ－ビニルラクタムのモル
比が≧０．１１で存在している、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４４）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルの量が、前記重合可能な安定剤モノマ
ー組成物中に、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル対Ｎ－ビニルラクタムのモル
比が０．２～約２の範囲で存在している、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４５）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルの量が、前記重合可能な安定剤モノマ
ー組成物中に、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル対Ｎ－ビニルラクタムのモル
比が約０．３～約１．６の範囲で存在している、前記項目のいずれかに記載のポリマー。
（項目４６）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルの量が、前記重合可能な安定剤モノマ
ー組成物中に、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル対Ｎ－ビニルラクタムのモル
比が約０．４～約０．７５の範囲で存在している、前記項目のいずれかに記載のポリマー
。
（項目４７）
　（ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物、
（ｂ）場合により、（ａ）とは異なるが、それと共重合可能な少なくとも１種のエチレン
性不飽和モノマー、および（ｃ）場合により、少なくとも２つのエチレン性不飽和基を含
有している少なくとも１種の架橋性モノマーを含む、モノマー組成物から調製されるイン
ターポリマーであって、前記モノマー組成物は、（ｉ）少なくとも１種のＮ－ビニルラク
タムモノマーと、（ｉｉ）式ＶＩＩＩ：
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１３）Ｃ（Ｏ）ＸＲ１４　　　ＶＩＩＩ
（式中、Ｒ１３は、水素およびメチルから選択され、Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を
含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択され、またＸは、ＯまたはＮＨを表す
）から選択される少なくとも１種のアルキルメタクリレートから選択される少なくとも１
種の疎水性モノマーとの溶液中での共重合の生成物である少なくとも１種の事前形成した
安定剤ポリマーの存在下で重合し、前記安定剤ポリマー中の前記ビニルラクタムの量が、
約３２～約８２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが、約６８～約１８
ｍｏｌ％の範囲である、インターポリマー。
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（項目４８）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の短鎖アルキルエステル、短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド（ここで
、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択さ
れる）、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル、長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）ア
クリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分
枝鎖アルキル基から選択される）、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種
の他のコモノマーから調製される、項目４７に記載のインターポリマー。
（項目４９）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の少なくとも１種の短いアルキルエステル、および／または少なくとも１種の短鎖
Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含
有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製される、項目４８に記
載のインターポリマー。
（項目５０）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の少なくとも１種の長鎖アルキルエステル、および／または少なくとも１種の長鎖
Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子
を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製される、項目４８
に記載のインターポリマー。
（項目５１）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、少なくとも１種のアク
リル酸エステル（ここで、Ｒ１４は、１～８個の炭素原子を含有している、直鎖または分
枝鎖アルキル基から選択される）、および少なくとも１種のアクリル酸エステル（ここで
、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選
択される）から調製され、また前記Ｎ－ビニルラクタムが、式ＶＩＩ：
【化１６】

（式中、Ｙは３～７個の炭素原子を含有しているアルキレン部分であり、各炭素原子は、
場合により、１～５個の炭素原子を含有しているアルキル基により一置換または二置換さ
れ得る）によって表される、項目４８に記載のインターポリマー。
（項目５２）
　安定剤ポリマーにおける前記Ｎ－ビニルラクタムが、少なくとも１つのＮ－ビニル－２
－ピロリジノン（Ｎ－ビニルピロリドン）、Ｎ－（１－メチルビニル）ピロリジノン、Ｎ
－ビニル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル
ピロリジノン、Ｎ－ビニル－３，３－ジメチルピロリジノン、Ｎ－ビニル－５－エチルピ
ロリジノン、Ｎ－ビニル－６－メチルピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３－メチル－２－ピペリドン、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－ピロリドン
、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピロリ
ドン、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－５，５－ジメチル－２－
ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５－
メチル－５－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，４，５－トリメチル－３－エチ
ル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－６－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－６－エチ
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ル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４
，４－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－７－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－
ビニル－７－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－カプロ
ラクタム、Ｎ－ビニル－４，６－ジメチル－２－カプロラクタム、およびＮ－ビニル－３
，５，７－トリメチル－２－カプロラクタムから調製される、前記項目のいずれかに記載
のインターポリマー。
（項目５３）
　前記安定剤ポリマーが、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート
、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリ
レート、ノニル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される（メタ）ア
クリル酸の少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、ならびにＮ－メチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ペンチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘプチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物
から選択される少なくとも１種の短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド、ならび
にそれらの混合物から選択されるコモノマーから調製される、前記項目のいずれかに記載
のインターポリマー。
（項目５４）
　前記安定剤ポリマーが、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレー
ト、およびそれらの混合物から選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の長鎖ア
ルキルエステル、またはＮ－デシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ウンデシル（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－ドデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－テトラデシル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ヘキサデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－オクタデシル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－イソステアリル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アラキジル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ドコサニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物から選択され
る少なくとも１種の長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド、ならびにそれらの混
合物から調製される、前記項目のいずれかに記載のインターポリマー。
（項目５５）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｃ１～Ｃ５アルキル（メタ）アクリレ
ートから選択される少なくとも１種の短鎖アクリル酸エステル、およびＣ１０～Ｃ２２ア
ルキル（メタ）アクリレートから選択される少なくとも１種の長鎖アクリル酸エステルか
ら調製される、前記項目のいずれかに記載のインターポリマー。
（項目５６）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、エチル（メタ）アクリレートおよびブ
チル（メタ）アクリレートから選択される少なくとも１種の短鎖アクリル酸エステル、お
よびデシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）
アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ベ
ヘニル（メタ）アクリレートおよびメリシル（メタ）アクリレートから選択される少なく
とも１種の長鎖アクリル酸エステルから調製される、項目５５に記載のインターポリマー
。
（項目５７）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、ブチルアクリレートおよびステアリル
メタクリレートを含む、モノマー組成物から調製される、項目５５に記載のインターポリ
マー、項目９に記載のポリマー。
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（項目５８）
　前記重合可能な安定剤モノマー組成物における前記ビニルラクタムまたはＮ－ビニルピ
ロリドンの量が、約３８～約２２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが
約６２～約２８ｍｏｌ％の範囲である、項目４７から５７に記載のインターポリマー。
（項目５９）
　前記重合可能な安定剤モノマー組成物における前記ビニルラクタムまたはＮ－ビニルピ
ロリドンの量が、約５５～約７０ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが
約４５～約３０ｍｏｌ％の範囲である、項目４７から５８に記載のインターポリマー。
（項目６０）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは前記長鎖Ｎ－アルキル置換（メ
タ）アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル
酸の長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－
ビニルラクタムのモル比が≧０．１１で存在している、項目４７から５９に記載のインタ
ーポリマー。
（項目６１）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）
アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル酸の
長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－ビニ
ルラクタムのモル比が０．２～約２の範囲で存在している、項目４７から６０に記載のイ
ンターポリマー。
（項目６２）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）
アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル酸の
長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－ビニ
ルラクタムのモル比が約０．３～約１．６の範囲で存在している、項目４７から６１に記
載のインターポリマー。
（項目６３）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）
アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル酸の
長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－ビニ
ルラクタムのモル比が約０．４～約０．７５の範囲で存在している、項目４７から６２に
記載のインターポリマー。
（項目６４）
　（ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和カルボン酸含有モノマーまたはその無水物、
（ｂ）場合により、（ａ）とは異なるが、それと共重合可能な、少なくとも１種のエチレ
ン性不飽和モノマー、および（ｃ）場合により、少なくとも２つのエチレン性不飽和基を
含有している少なくとも１種の架橋性モノマーを含むモノマー組成物を重合するステップ
を含む、≧１２．６ｇ／１００ｍＬという高い生成収率でカルボキシル基含有ポリマーを
調製する方法であって、前記モノマー組成物は、（ｉ）少なくとも１種のＮ－ビニルラク
タムモノマーと、（ｉｉ）式ＶＩＩＩ：
　　　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１３）Ｃ（Ｏ）ＸＲ１４　　　ＶＩＩＩ
（式中、Ｒ１３は、水素およびメチルから選択され、Ｒ１４は、１～３０個の炭素原子を
含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択され、またＸは、ＯまたはＮＨを表す
）から選択される少なくとも１種のアルキル（メタ）アクリレートから選択される少なく
とも１種の疎水性モノマーとの溶液中での共重合の生成物である少なくとも１種の事前形
成した安定剤ポリマーの存在下で重合し、前記安定剤ポリマー中の前記ビニルラクタムの
量が、約３２～約８２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが、約６８～
約１８ｍｏｌ％の範囲である、方法。
（項目６５）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
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リル酸の短鎖アルキルエステル、短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド（ここで
、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択さ
れる）、（メタ）アクリル酸の長鎖アルキルエステル、長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）ア
クリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分
枝鎖アルキル基から選択される）、およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種
の他のコモノマーから調製される、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の少なくとも１種の短いアルキルエステル、および／または少なくとも１種の短鎖
Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１～９個の炭素原子を含
有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製される、項目６５に記
載の方法。
（項目６７）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、ならびに（メタ）アク
リル酸の少なくとも１種の長鎖アルキルエステル、および／または少なくとも１種の長鎖
Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド（ここで、Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子
を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択される）から調製される、項目６５
に記載の方法。
（項目６８）
　前記安定剤ポリマーが、少なくとも１種のＮ－ビニルラクタム、少なくとも１種のアク
リル酸エステル（ここで、Ｒ１４は、１～８個の炭素原子を含有している直鎖または分枝
鎖アルキル基から選択される）、および少なくとも１種のアクリル酸エステル（ここで、
Ｒ１４は、１０～３０個の炭素原子を含有している直鎖または分枝鎖アルキル基から選択
される）から調製され、また前記Ｎ－ビニルラクタムが式ＶＩＩ：
【化１７】

（式中、Ｙは３～７個の炭素原子を含有しているアルキレン部分であり、各炭素原子は、
場合により、１～５個の炭素原子を含有しているアルキル基により一置換または二置換さ
れ得る）によって表される、項目６５に記載の方法。
（項目６９）
　安定剤ポリマーにおける前記Ｎ－ビニルラクタムが、少なくとも１つのＮ－ビニル－２
－ピロリジノン（Ｎ－ビニルピロリドン）、Ｎ－（１－メチルビニル）ピロリジノン、Ｎ
－ビニル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル
ピロリジノン、Ｎ－ビニル－３，３－ジメチルピロリジノン、Ｎ－ビニル－５－エチルピ
ロリジノン、Ｎ－ビニル－６－メチルピペリドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３－メチル－２－ピペリドン、Ｎ
－ビニル－３－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－ピロリドン
、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピロリ
ドン、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－５，５－ジメチル－２－
ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５－
メチル－５－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，４，５－トリメチル－３－エチ
ル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－６－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－６－エチ
ル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４
，４－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－７－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－
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ビニル－７－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－カプロ
ラクタム、Ｎ－ビニル－４，６－ジメチル－２－カプロラクタム、およびＮ－ビニル－３
，５，７－トリメチル－２－カプロラクタムから調製される、前記項目のいずれかに記載
の方法。
（項目７０）
　前記安定剤ポリマーが、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート
、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリ
レート、ノニル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される（メタ）ア
クリル酸の少なくとも１種の短鎖アルキルエステル、ならびにＮ－メチル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ペンチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘキシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヘプチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ノニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物
から選択される少なくとも１種の短鎖アルキルＮ－置換（メタ）アクリルアミド、ならび
にそれらの混合物から選択されるコモノマーから調製される、前記項目のいずれかに記載
の方法。
（項目７１）
　前記安定剤ポリマーが、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレー
ト、ラウリル（メタ）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレー
トならびにそれらの混合物から選択される（メタ）アクリル酸の少なくとも１種の長鎖ア
ルキルエステル、またはＮ－デシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ウンデシル（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－ドデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－テトラデシル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ヘキサデシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－オクタデシル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－イソステアリル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アラキジル（メタ）アクリ
ルアミド、Ｎ－ドコサニル（メタ）アクリルアミド、およびそれらの混合物から選択され
る少なくとも１種の長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミド、ならびにそれらの混
合物から調製される、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目７２）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｃ１～Ｃ５アルキル（メタ）アクリレ
ートから選択される少なくとも１種の短鎖アクリル酸エステル、およびＣ１０～Ｃ２２ア
ルキル（メタ）アクリレートから選択される少なくとも１種の長鎖アクリル酸エステルか
ら調製される、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目７３）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、エチル（メタ）アクリレートおよびブ
チル（メタ）アクリレートから選択される少なくとも１種の短鎖アクリル酸エステル、な
らびにデシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ
）アクリレート、ミリスチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、
ベヘニル（メタ）アクリレート、およびメリシル（メタ）アクリレートから選択される少
なくとも１種の長鎖アクリル酸エステルから調製される、項目７２に記載の方法。
（項目７４）
　前記安定剤ポリマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、ブチルアクリレートおよびステアリル
メタクリレートを含む、モノマー組成物から調製される、項目７２に記載の方法、項目９
に記載のポリマー。
（項目７５）
　前記重合可能な安定剤モノマー組成物における前記ビニルラクタムまたはＮ－ビニルピ
ロリドンの量が、約３８～約２２ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが
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約６２～約２８ｍｏｌ％の範囲である、項目４７から５７に記載の方法。
（項目７６）
　前記重合可能な安定剤モノマー組成物における前記ビニルラクタムまたはＮ－ビニルピ
ロリドンの量が、約５５～約７０ｍｏｌ％の範囲であり、また前記アクリル酸エステルが
約４５～約３０ｍｏｌ％の範囲である、項目４７から５８に記載の方法。
（項目７７）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは前記長鎖Ｎ－アルキル置換（メ
タ）アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル
酸の長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－
ビニルラクタムのモル比が≧０．１１で存在している、項目６４から７６に記載の方法。
（項目７８）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）
アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル酸の
長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－ビニ
ルラクタムのモル比が０．２～約２の範囲で存在している、項目６４から７７に記載の方
法。
（項目７９）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）
アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル酸の
長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－ビニ
ルラクタムのモル比が約０．３～約１．６の範囲で存在している、項目６４から７８に記
載の方法。
（項目８０）
　（メタ）アクリル酸の前記長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）
アクリルアミドの量が、前記重合可能な安定剤モノマー組成物中、（メタ）アクリル酸の
長鎖アルキルエステルまたは長鎖Ｎ－アルキル置換（メタ）アクリルアミドと、Ｎ－ビニ
ルラクタムのモル比が約０．４～約０．７５の範囲で存在している、項目６４から７９に
記載の方法。
（項目８１）
　前記生成収率が、約１２．６～約２６．１ｇ／ｇ／１００ｍＬの範囲である、項目６４
から８０に記載の方法。
（項目８２）
　前記生成収率が、約１２．６～約２５．４ｇ／１００ｍＬの範囲である、項目６４から
８１のいずれかに記載の方法。
（項目８３）
　前記ポリマーの前記生成収率が、約１２．６～約１９．７ｇ／１００ｍＬの範囲である
、項目６４から８２に記載の方法。
（項目８４）
　前記生成収率が、約１２．６～約１７．０ｇ／１００ｍＬの範囲である、項目６４から
８３のいずれかに記載の方法。
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